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【 要 旨 】  

本 研 究 は 、 競 技 レ ベ ル の 高 い 大 学 生 柔 道 選 手 を 対 象 と し 、 柔 道 競 技 の 特 殊

性 に 焦 点 を 当 て た 外 傷 の 実 態 に つ い て 把 握 す べ く 怪 我 の ア ン ケ ー ト 調 査 を

実 施 し た 。 全 体 の 4 0％ 以 上 (男 子 4 2％ 、 女 子 45％ )に 膝 の 怪 我 既 往 が あ り 、

そ の 中 で 内 側 側 副 靭 帯 損 傷 が 最 多 で あ っ た (男 子 4 3％ 、女 子 47％ )。前 十 字 靭

帯 損 傷 に 対 す る 手 術 治 療 は 競 技 復 帰 ま で 時 間 を 要 し 、さ ら に 、復 帰 後 も 膝 の

機 能 低 下 を 自 覚 す る 選 手 が 5 0％ 以 上 (現 在 も 痛 み が あ る 5 3％ 、現 在 も 恐 怖 心

が あ る 7 5％ )に み ら れ た 。 大 学 4 年 間 の 限 ら れ た 競 技 期 間 を 鑑 み る と 、 競 技

復 帰 ま で 年 単 位 で の 治 療 が 必 要 な 前 十 字 靭 帯 損 傷 を は じ め と す る 膝 の 受 傷

予 防 策 の 策 定 が 急 務 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

K e y  w o rd  : ス ポ ー ツ 傷 害 、 柔 道 、 膝 、 前 十 字 靭 帯 損 傷  

 

 

１ ）  緒 言  

日 本 の ラ グ ビ ー や サ ッ カ ー な ど 、 か つ て は 世 界 で 対 等 に 戦 え な か っ た 競 技

が 最 近 で は 対 等 に 戦 っ て い る 姿 を 目 に す る 機 会 が 増 え た 。そ の 一 方 で ス ポ ー

ツ に お け る 外 傷 に 目 を 向 け る と 、競 技 レ ベ ル や 練 習 量 が 豊 富 に な る こ と か ら 、

ど の 競 技 に お い て も 外 傷 や 事 故 が 増 加 傾 向 を 示 し て い る 1。 加 賀 谷 ら は 、 ス

ポ ー ツ に お け る 外 傷 の 経 験 を 有 す る も の は 有 意 に 運 動 量 が 多 か っ た と 報 告

し て い る 2。  
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日 本 に お け る ス ポ ー ツ 傷 害 の 種 目 別 発 生 状 況 で は 、 ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー

ル や ラ グ ビ ー 、柔 道 な ど の コ ン タ ク ト ス ポ ー ツ に 多 く 発 生 し て い る ３ 。ま た 、

学 校 管 理 下 に お け る 中 学 校 ・ 高 等 学 校 の 3 年 間 ( 2 0 0 9 - 2 01 1 )に お け る 種 目 別

外 傷 発 生 調 査 に よ る と 、ラ グ ビ ー 、柔 道 の 順 に 多 く 年 々 増 加 傾 向 を 示 し た ４ 。

藤 谷 ら の 大 学 生 を 対 象 と し た ス ポ ー ツ 傷 害 の 調 査 に よ る と 、ア メ リ カ ン フ ッ

ト ボ ー ル 、柔 道 、サ ッ カ ー 、ア イ ス ホ ッ ケ ー 、ラ ク ビ ー な ど の コ ン タ ク ト ス

ポ ー ツ で 傷 害 が 多 く 発 生 し て い た ５ 。 ま た 、 神 谷 ら の 保 険 申 請 を 活 用 し た

5 , 3 20 人 の 大 学 生 ス ポ ー ツ 競 技 者 に お け る ス ポ ー ツ 障 害 ・ 外 傷 の 調 査 で は 、

ク ラ ブ 別 発 生 頻 度 は 、 柔 道 ( 1 0 6 . 4％ )、 サ ッ カ ー ( 7 3 . 4％ )、 ア メ リ カ ン フ ッ

ト ボ ー ル ( 7 2 . 5％ )、ラ グ ビ ー ( 6 6 . 1％ )で 発 生 頻 度 が 高 か っ た 。特 に 柔 道 の 外

傷 発 生 頻 度 は 1 0 0％ を 超 え て い た 。 す な わ ち 大 学 生 柔 道 選 手 は 4 年 に 一 度 は

外 傷 を す る 可 能 性 が 高 い こ と が 示 唆 さ れ た 。ま た 、大 学 生 ス ポ ー ツ 競 技 者 に

お け る 受 傷 部 位 は 膝 を 中 心 と す る 下 肢 が 最 も 高 か っ た ( 5 3 . 9％ )６ 。 大 学 生 柔

道 選 手 に お い て は 、 骨 格 形 成 の 成 熟 と と も に 競 技 レ ベ ル の 向 上 が み ら れ る 。

福 田 ら は 軽 量 級 の 女 子 で 膝 関 節 の 外 傷 が 多 い こ と を 報 告 し た ７ 。 越 田 ら は 、

高 校 ま た は 大 学 柔 道 部 を 対 象 に 医 療 機 関 を 受 診 し た 膝 損 傷 を 調 査 し た 。膝 関

節 の 外 傷 の 既 往 が あ る も の は 、患 側 に「 足 払 」、「 小 外 刈 」を か け ら れ る 動 作

に お い て 不 安 感 を 呈 し て い た 。 ま た 、 受 傷 か ら 6 か 月 以 内 で は 2 5 か 月 以 上

の 対 象 群 と 比 較 し て 不 安 感 が あ る と 回 答 し た 対 象 の 割 合 が 有 意 に 大 き か っ

た と 報 告 し て い る ８ 。し か し な が ら 、越 田 ら の 報 告 で は 6 5 人 の 小 規 模 調 査 で

あ っ た こ と が 問 題 点 と し て 挙 げ ら れ る 。 一 方 、 我 々 は 2 0 1 6 年 よ り 、 大 学 生

柔 道 選 手 を 対 象 と し た 数 百 人 規 模 の 外 傷・障 害 調 査 研 究 を 開 始 し 、そ の 結 果 、

全 体 4 0 7 人 の 中 で 2 0 5 人 ( 5 0. 9％ )に ア ン ケ ー ト 調 査 時 の「 現 在 の 痛 み 」が 認

め ら れ た 。さ ら に 、痛 み の 原 因 部 位 を 調 べ た と こ ろ 、下 肢 (大 腿・ 膝 ・下 腿 )

に 痛 い 部 位 が 集 中 し て い た (男 子 4 1 . 9％ 、 女 子 3 4 . 6％ )。 そ の 中 で も 膝 の 痛

み が 一 番 多 く 男 女 と も に 全 体 の 3 割 以 上 を 占 め た 。続 い て 、柔 道 選 手 が 経 験

し た「 過 去 の 外 傷 」に つ い て も 調 査 を 行 っ た 。回 答 を 得 た 2 9 1 人 の 内 1 8 4 人

(男 子 4 6 . 1％ 、 女 子 4 4 . 4％ )で 下 肢 の 過 去 の 外 傷 が 認 め ら れ 、 下 肢 の 中 で は

膝 が 最 多 (男 子 3 7 . 6 9％ 、 女 子 4 1 . 3 8％ )で あ っ た 。  

柔 道 競 技 者 の ス ポ ー ツ 傷 害 の 研 究 に お い て 、 大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 は

我 々 の 研 究 を 含 め て 少 数 で あ る の が 現 状 で あ り 、 柔 道 競 技 の 特 殊 性 (組 手 、

体 重 別 階 級 制 、筋 組 成 、コ ン タ ク ト ス ポ ー ツ に み ら れ る 前 十 字 靭 帯 損 傷 な ど )

に 焦 点 を 当 て た 研 究 に つ い て は ほ と ん ど な い 。さ ら に 、日 本 で の 大 学 生 ス ポ

ー ツ 選 手 を 対 象 と し た 調 査 で は 、前 十 字 靭 帯 損 傷 で は 手 術 が 必 要 に な る ケ ー

ス が 多 く 長 期 離 脱 が 余 儀 な く さ れ る 。ま た 再 発 リ ス ク の 高 さ や パ フ ォ ー マ ン
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ス が 受 傷 前 と 比 べ て も と に 戻 ら な い と い う こ と が 明 ら か に さ れ て い る ６ 。 大

学 4 年 間 の 限 ら れ た 競 技 期 間 を 鑑 み る と 、競 技 復 帰 ま で 年 単 位 で 治 療 が 必 要

な 前 十 字 靭 帯 損 傷 は 予 防 が 不 可 欠 で あ る と 考 え ら れ る 。  

し か し な が ら 、コ ン タ ク ト ス ポ ー ツ で あ る 柔 道 に お い て は 前 十 字 靭 帯 損 傷

の 調 査 な ら び に 予 防 法 の 報 告 は 散 見 さ れ る が 、十 分 と は 言 え な い 現 状 で あ る 。

し た が っ て 、 柔 道 競 技 の 特 殊 性 (組 手 、 体 重 別 階 級 制 、 筋 組 成 、 コ ン タ ク ト

ス ポ ー ツ に み ら れ る 前 十 字 靭 帯 損 傷 な ど )に 焦 点 を 当 て て 膝 の ス ポ ー ツ 傷 害

を 調 査 す る 意 義 は 非 常 に 高 い と 考 え ら れ る 。そ こ で 、柔 道 競 技 者 の 膝 の 外 傷

を 予 防 す る 一 助 と な る よ う 、我 々 は 大 学 生 の 柔 道 競 技 に お け る 膝 の ス ポ ー ツ

傷 害 を 調 査 す る 研 究 を 立 案 し た 。  

 

２ ）  対 象 お よ び 方 法  

本 研 究 は 、20 17 年 3 月 6 日 、関 西 学 生 柔 道 連 盟 主 催 の 強 化 合 宿 に 参 加 し た 大

学 生 柔 道 競 技 選 手 で 、本 研 究 に 同 意 が 得 ら れ た 大 学 生 男 女 数 百 名 を 対 象 に 、ア

ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 ア ン ケ ー ト 調 査 は 独 自 に 作 成 し 外 傷 の 既 往 や 競 技 レ ベ

ル に つ い て 質 問 し た 。 特 に こ れ ま で の 研 究 背 景 に あ る よ う に 、 大 学 生 柔 道 選 手

に お い て は 膝 関 節 の 傷 害 が 多 い こ と か ら 、 膝 関 節 に お け る 代 表 的 な ス ポ ー ツ 外

傷 (内 側 側 副 靭 帯 損 傷 、 外 側 側 副 靭 帯 損 傷 、 前 十 字 靭 帯 損 傷 、 後 十 字 靭 帯 損 傷 、

半 月 板 損 傷 )に 焦 点 を 絞 っ て 調 査 し た 。 解 析 は 解 析 ソ フ ト （ SPS S 

t at is tic sV er. 26） を 用 い て 統 計 解 析 を 行 っ た 。  
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３ ） 結 果  

2 01 7 年 3 月 6 日 、関 西 学 生 柔 道 連 盟 主 催 の 強 化 合 宿 に 参 加 し た 大 学 生 柔 道

競 技 選 手 3 5 8 人 (男 子 1 5 4 人 、 女 子 1 7 6 人 、 不 明 2 8 人 )を 対 象 に ア ン ケ ー ト

調 査 を 実 施 し た 。そ の 内 2 7 3 人 (男 子 1 2 7 人 、女 子 1 4 6 人 、回 収 率 7 6％ )か ら

回 答 を 得 た （ 表 1、 表 2）。 大 学 柔 道 選 手 の 約 4 割 (男 子 5 2 人 4 1％ 、 女 子 6 3

人 4 3％ ）に 膝 の 怪 我 が あ っ た 。そ の 怪 我 の 内 訳 を 以 下 に 示 す が 、 1 人 で 複 数

の 怪 我 を し て い る 選 手 が い る た め 人 数 で は な く 怪 我 の 件 数 で 示 す 。内 側 側 副

靭 帯 損 傷 (男 子 3 0 件 5 8％ 、女 子 4 2 件 6 7％ )で あ っ た 。次 に 半 月 板 損 傷 (男 子

1 6 件 3 1％ 、 女 子 1 6 件 2 5％ )と 前 十 字 靭 帯 損 傷 (男 子 1 2 件 2 3％ 、 女 子 1 7 件

2 7％ )が み ら れ た 。女 子 の 怪 我 の 約 7 割 (女 6 7％ )は 内 側 側 副 靭 帯 損 傷 で あ り 、

約 3 割 (女 2 7％ )は 前 十 字 靭 帯 損 傷 と い う 結 果 で あ っ た (図 1 )。大 学 柔 道 選 手

の 膝 の 怪 我 に お け る 男 女 の 人 数 の 比 較 で は 、女 子 の 方 が 多 い 傾 向 が み ら れ た

が 、統 計 的 に は 有 意 差 は な く 、今 回 の 研 究 で は 男 女 差 に つ い て は 認 め ら れ な

か っ た （ カ イ 2 乗 検 定 ： 0 . 0 5 以 上 ）。  

２回以上前十字靭帯の手術をしている人：２回目の手術に付いてはこの裏面にお答え下さい 

 

㉞2 回目の手術について：手術したのはいつですか？（例：大学１年の 5 月・18 歳）（     の  月・    歳） 

㉟手術法は？  1．膝蓋腱再建（BTB） 2．ハムストリング再建（STG） 3．その他（             ） 

㊱関節鏡を使った手術ですか？ １．使った   ２．使わない   ３．わからない 

㊲半月板の手術も同時にしましたか？ １．した  ２．しない 

㊳入院期間は？ 1．１週間未満、2．２週間未満、3．１カ月未満、4．２カ月以上  

㊴手術をしてどれくらいの期間で練習復帰しましたか？ （   年    カ月 ） 

㊵手術をしてどれくらいの期間で試合復帰しましたか？ （   年    カ月 ） 

㊶回復後、元のパフォーマンスに戻りましたか？ 1．戻った  2．戻らなかった  

㊷戻らない場合、どんな動きが戻りませんか？（                              ） 

ご協力ありがとうございました。   

 

「前十字靭帯損傷」で手術を受けた人は下記についてお答え下さい。（２回以上手術をしている人は、２回目の手術に

付いては裏面を使って下さい） 

㉒１回目の手術について：手術したのはいつですか？（例：大学１年の 5 月・18 歳）（     年の  月・    歳） 

㉓手術法は？  1．膝蓋腱再建（BTB） 2．ハムストリング再建（STG） 3．その他（             ） 

㉔関節鏡を使った手術ですか？  １．使った   ２．使わない   ３．わからない 

㉕半月板の手術も同時にしましたか？ １．した  ２．しない 

㉖入院期間は？ 1．１週間未満、2．２週間未満、3．１カ月未満、4．２カ月以上  

㉗手術をしてどれくらいの期間で練習復帰しましたか？ （   年    カ月 ） 

㉘手術をしてどれくらいの期間で試合復帰しましたか？ （   年    カ月 ） 

㉙回復後、元のパフォーマンスに戻りましたか？ 1．戻った  2．戻らなかった  

㉚戻らない場合、どんな動きが戻りませんか？（                              ） 

㉛現在、あなたは「膝」への恐怖心はありますか？ １．ある ２．ない  

㉜また、それはどのような恐怖ですか？ （                               ） 

㉝手術後、再断裂による再手術を受けましたか？   1．受けた ２．受けない  

                （２回以上手術をしている人は、２回目の手術に付いては裏面を使って下さい） 
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表 1  対 象 者 の 分 類 （ 男 子 ）  

 前 十 字 靭 帯 再 建 術 後 の 状 態 を 調 べ た 。現 在 の 痛 み が「 あ る 」と 答 え た 選 手

が 8 人 、「 な し 」 と 答 え た 選 手 が 7 人 で あ っ た （ 図 2）。 ま た 、 現 在 も 恐 怖 心

が あ る か と い う 質 問 に 対 し 「 あ る 」 と 答 え た 選 手 が 6 人 、「 な い 」 と 答 え た

選 手 が 2 人 で あ っ た（ 図 2）。前 十 靭 帯 再 建 術 後 で は 前 十 靭 帯 損 傷 前 と 同 じ 状

態 で の 競 技 復 帰 は 約 3 割 か ら 5 割 で 戻 ら な い こ と が 示 唆 す る と 考 え ら れ る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  膝 関 節 の 疾 患 別 分 類  

表 2  対 象 者 の 分 類 （ 女 子 ）  

48㎏ 52㎏ 57㎏ 63㎏ 70㎏ 78㎏ 78㎏超

1年 7 7 15 8 8 5 2 2 54

2年 4 10 11 14 4 1 3 2 49

3年 5 7 6 7 4 6 3 1 39

4年 2 0 1 0 0 0 0 0 3

未記入 0 0 1 0 0 0 0 0 1

18 24 34 29 16 12 8

階級
軽量級 中量級 重量級

合計

合計 146
76 45 20

5

未記入

60㎏ 66㎏ 73㎏ 81㎏ 90㎏ 100㎏ 100㎏超

1年 2 8 5 4 2 4 5 30

2年 0 2 8 10 10 11 6 47

3年 4 6 8 4 5 6 3 36

4年 1 1 2 1 1 4 0 10

未記入 0 0 0 1 1 1 1 4

7 17 23 20 19 26 15
合計

47 39 41
127

階級
軽量級 中量級 重量級

合計
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４ ） 考 察  

大 学 柔 道 選 手 の 約 4 割 (男 子 5 2 人 4 1％ 、 女 子 6 3 人 4 3％ ） に 膝 の 怪 我 が あ

り 、 そ の 怪 我 の 内 訳 と し て 約 半 数 が 内 側 側 副 靭 帯 損 傷 (男 4 3％ 、 女 4 7％ )で

あ っ た (表 3、 表 4 )。 女 子 で は 膝 の 怪 我 の 約 2 割 ( 1 9％ )で 前 十 字 靭 帯 損 傷 が

み ら れ 、そ の ほ と ん ど で 手 術 を 受 け て お り (軽 量 級 6 4％ 、中 量 級 以 上 5 0％ )、

柔 道 に よ る 怪 我 の 予 防 お よ び 、長 期 離 脱 を 回 避 す る た め 前 十 字 靭 帯 損 傷 の 予

防 対 策 が 急 務 で あ る と 考 え ら れ た 。前 十 字 靱 帯 損 傷 は 急 な 方 向 転 換 な ど に よ

表 4  階 級 別 怪 我 の 発 生 件 数 （ 女 子 ： 人 ）  

48㎏ 52㎏ 57㎏ 63㎏ 70㎏ 78㎏ 78㎏超

5 7 10 8 7 4 1 42

1 2 2 0 3 2 0 10

4 2 5 3 0 3 0 17

0 0 4 0 0 1 0 5

3 3 4 2 1 2 1 16

13 14 25 13 11 12 2
90

合計

52 24 14

中量級

③ 前十字靭帯損傷

④ 後十字靭帯損傷

⑤ 半月板損傷

合計

軽量級 重量級
階級別分類

① 内側側副靭帯損傷

② 外側側副靭帯損傷

表 3  階 級 別 怪 我 の 発 生 件 数（ 男 子：人 ） 

60㎏ 66㎏ 73㎏ 81㎏ 90㎏ 100㎏ 100㎏超

3 2 9 3 5 5 3 30

1 1 2 0 2 1 0 7

2 0 2 1 2 3 2 12

0 0 0 0 1 1 2 4

0 2 2 4 2 3 3 16

6 5 15 8 12 13 10
69

23
合計

26

① 内側側副靭帯損傷

② 外側側副靭帯損傷

③ 前十字靭帯損傷

④ 後十字靭帯損傷

⑤ 半月板損傷

重量級
合計階級別分類

軽量級 中量級

20

図 2  前 十 字 靭 帯 再 建 術 後 の 状 態  
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る 非 接 触 損 傷 と 相 手 と の 接 触 に よ っ て 起 こ る 接 触 損 傷 が あ る が 、柔 道 に お い

て は 接 触 損 傷 に よ る 前 十 字 靱 帯 が 多 い と 考 え ら れ 、「 受 け 」 や 「 投 げ 」 な ど

選 手 自 身 の 体 重 の ほ か に 相 手 の 体 重 負 担 が 膝 の 前 後 方 向 に か か る こ と に よ

り 受 傷 す る と 考 え ら れ る 。今 回 の ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、軽 量 級 の 女 子 柔 道 選

手 の 方 が 、前 十 字 靭 帯 損 傷 の 割 合 が 高 い こ と か ら 、前 十 字 靱 帯 損 傷 の 一 因 と

し て 、軽 量 級 の 女 子 柔 道 選 手 の 下 肢 筋 力 が 十 分 競 技 に 耐 え う る こ と が で き な

か っ た 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。一 方 、本 研 究 の 膝 関 節 の ス ポ ー ツ 外 傷 で 最 も 多

か っ た 内 側 側 副 靭 帯 損 傷 は 膝 関 節 内 側 に 強 い 外 反 ス ト レ ス が 加 わ る こ と で

損 傷 さ れ る こ と か ら 、外 反 ス ト レ ス 時 の 下 肢 筋 力 が 低 下 し て い る 可 能 性 も 示

唆 さ れ た 。  

本 研 究 の 限 界 と し て 、 当 初 、 柔 道 に よ る 膝 関 節 ス ポ ー ツ 外 傷 の 発 生 状 況 と

筋 組 成 に つ い て 検 討 す る 研 究 を 立 案 し て い た が 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染

拡 大 を 受 け て 、大 学 に お い て 学 生 を 対 象 と す る 研 究 が 全 く 行 え ず 、下 肢 筋 力

と 前 十 字 靱 帯 損 傷 と の 関 連 性 に つ い て は 不 明 な ま ま で あ る 。今 後 、次 年 度 以

降 も 本 研 究 を 継 続 し 、外 傷 の 発 生 状 況 と 筋 組 成 と の 関 連 性 に つ い て 明 ら か に

す る と と も に 、下 肢 筋 の 筋 電 図 測 定 を 行 い 、下 肢 筋 力 と 膝 関 節 の ス ポ ー ツ 外

傷 と の 関 連 性 に つ い て も 検 討 し 、柔 道 の 外 傷 予 防 に 必 要 な 知 見 に つ い て 明 ら

か に し た い 。  

 

５ ） 結 論  

本 研 究 は 、関 西 学 生 柔 道 連 盟 主 催 の 強 化 合 宿 に 参 加 し た 大 学 生 柔 道 競 技 選

手 を 対 象 に し て 、大 学 生 柔 道 選 手 の 膝 の ス ポ ー ツ 傷 害 の 特 徴 を 明 ら か に す る

た め に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。大 学 柔 道 選 手 の 約 4 割 に 膝 の 怪 我 が あ り 、

そ の 怪 我 の 内 訳 と し て 約 半 数 が 内 側 側 副 靭 帯 損 傷 で あ っ た 。前 十 字 靭 帯 損 傷

な ら び に 半 月 板 損 傷 は 、 男 子 で は 比 較 的 重 い 階 級 に 多 く (表 3 )、 女 子 で は 軽

量 級 に 多 く 発 生 し て い た (表 4 )。 女 子 で は 膝 の 怪 我 の 約 2 割 で 前 十 字 靭 帯 損

傷 が み ら れ 、そ の ほ と ん ど で 手 術 を 受 け て い る 。今 後 、内 側 側 副 靭 帯 損 傷 や

前 十 字 靭 帯 損 傷 を 予 防 す る 対 策 が 必 要 で あ り 、特 に 長 期 離 脱 を 余 儀 な く さ れ

る 前 十 字 靭 帯 損 傷 に 対 す る 受 傷 予 防 策 の 策 定 が 急 務 で あ る 。  
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